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欧州経済指標コメント： 月ドイツ鉱工業生産
～ドイツもテクニカル・リセッションへ～
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・ 昨年 月のドイツの鉱工業生産は前月比▲ ％と４ヶ月連続の減産。 月値が同▲ ％→同▲

％に上方修正されたものの、 月期平均では前期比▲ ％と 月期の同▲ ％に匹敵

する落ち込みを記録。振れの大きい建設を除くベースでは、 月単月こそ前月比＋ ％と４ヶ

月振りの増産となったが、過去数ヶ月の落ち込みが響き、 月期平均では前期比▲ ％と

月期（同▲ ％）から落ち込みがむしろ加速した。既に慎重化が目立ったソフトデータに加え

て、１月 日に発表された 月の小売売上高、２月６日に発表された同月の製造業受注と、ハー

ドデータの下振れも目立ち始めた。来週 日に発表される 月期の実質ＧＤＰ成長率は、当

初小幅プラスとみられていたが、再びマイナス成長となった見込み。イタリアに続き、ドイツも

２四半期連続マイナス成長のテクニカル・リセッション入りを確認することになりそうだ。

・ 過去数四半期の生産活動の落ち込みは、複数の特殊要因が作用した面もある。 月期は新排ガ

ス規制対応の遅れで自動車生産が大幅に落ち込み、 月期はライン川の水位低下により流域

の化学関連施設の生産がストップした。また、 ・ 月にかけて医薬品の生産が大幅に減少して

おり、統計補足上の欠陥も含めて何らかの特殊要因が働いた可能性が指摘されている。 月は３

業種ともに小幅持ち直しに転じているが、過去数ヶ月の大幅な落ち込みに鑑みると反発は鈍い。

３業種を除いた生産活動は全般に低調で、 月期入り後のソフトデータも奮わない。景気後退

局面入り確認で、ドイツでも財政出動の議論が本格化するきっかけとなりそうだ。
■ドイツ：鉱工業生産と実質ＧＤＰ成長率 ■ドイツ：鉱工業生産（製品別）

注：鉱工業生産は３ヶ月移動平均、３ヶ月前比年率。

　　実質ＧＤＰ成長率は前期比年率。 注：３ヶ月移動平均、３ヶ月前比年率

出所：ドイツ経済技術省、ドイツ統計局 出所：ドイツ経済技術省
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■ドイツの鉱工業生産（季節調整済み、前期<月>比、％）
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